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　厳しい暑さが続いていますが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。町の合併10周年を目標に「いの町史」の編
さんの作業を進めている町史編さん室ですが、いよいよ作業も大詰めとなってきました。町内外の皆さんのご協
力もあり内容も盛りだくさんな町史となっています。
　それでは、町史編さん室からのとっておきの話をどうぞ。

編さん室からのとっておきの話 編さん委員　山岡　　遵「仁淀川のゴリ釣り」

　仁淀川には、今もたくさんのゴリ（正式名はヨシノボリ）がいます。網で取ったり、エビ玉ですくうこともできま
す。でも、今回は、たこ糸と石のおもりでの釣りを紹介します。
　「釣れているかな」と、たこ糸の先に集中してたぐり寄せる瞬間がなんとも言えません。是非、皆さんもこの仕掛
けでゴリ釣りをしてみてください。
①竹かごにたこ糸（山糸でもよい）と釣り針（針3.5号か又は４号）とはさみを入れて、仁淀川にゴリ釣りに行きま

しょう。ゴリは大小の石がたくさんある場所にいます。
②川原でゴリ釣りの仕掛けを作ります。まず、おもりになる石を探します。細長い５㎝ほどの石がよいでしょう。
③たこ糸を２ｍの長さに切りましょう。おもりの先に10㎝ほどのたこ糸が残るように結びます。たこ糸は水に濡ら

すと結びやすいです。
④そのたこ糸の先に、釣り針のハリス（針とハリスのついたものが売っています）を結びます。
⑤最後に、片方のたこ糸の端におもしになる少し大きめの石を結びます。これで、ゴリ釣りの仕掛けの完成です。

⑥次は餌を探しましょう。餌は、川の中の石と石との間に巣を作る川
虫・トビケラです。石をはがすと中にいます。

⑦釣り針に川虫をさします。
⑧たこ糸を縛った大きめの石を川の中に置き、おもりを持って勢いよ

く投げ入れます。
⑨少し待ってから、たこ糸をたぐり寄せるとゴリが釣れています。
⑩釣り針からはずしたゴリは、水につけた竹かごの中に入れましょう。
⑪同じ仕掛けを２、３個作り、仕掛けがからまない間隔で投げ入れて

おきます。次から次とあげられるのが楽しいです。
⑫釣りが終わったら仕掛けを巻いて片づけ、ゴリと一緒に竹かごに入れて持ち帰りましょう。
　この仕掛けは、次も使えます。釣ったゴリは、天ぷらにするとよいですよ。
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